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　平成 24 年５月現在、公立の小・中・高等学校等に在籍する外国人児童生

徒は 71,545 人、そのうち日本語指導が必要な児童生徒は 27,013 人で、調

査開始以降最多となった平成 20 年度より減少してはいるものの、依然とし

て多数の児童生徒が在籍しています。また、日本国籍を持つ子どもで日本語

指導が必要な児童生徒も 6,171 人であり、こちらは増加傾向にあります。

　これらの多様な背景を持つ外国人児童生徒や日本語指導が必要な児童生徒

に対して日本語指導等に携わる教員等の専門的知識や指導経験が十分ではな

く、研修の充実が必要であるという声が多く寄せられています。

　そこで文部科学省では、平成 22 年度から 24 年度にかけて「外国人児童

生徒の総合的な学習支援事業」を実施し、そのひとつとして国立大学法人東

京学芸大学に委託して「日本語指導担当教員等のための研修マニュアル」の

開発を行ってまいりました。東京学芸大学国際教育センターがこれまで積み

重ねてこられた豊富な研修実績をもとに、さらなる検証を加え、地域の実情

に応じた研修プログラムを組み立てる際の参考にしていただきやすいマニュ

アルにまとめていただきました。

　本書を各教育委員会や学校の研修計画に御活用いただき、外国人児童生徒

等教育の充実にお役立ていただければ幸いです。なお、本研修マニュアルは

当省ホームページにも掲載する予定ですので、併せて御活用ください。

　末尾となりましたが、本書の作成に当たり御尽力を賜りました関係の皆様

に深く御礼申し上げます。

	 平成 26 年１月

� 文部科学省初等中等教育局国際教育課長

� 神 代　 浩
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